
 

 

 

 

 

 

 

7月 15日に茨城県で開催された「地域とともにあ

る学校づくり推進フォーラム 2023茨城」の動画が

YouTubeにアップされました。今年度は「これから

のコミュニティ・スクール～令和の日本型学校教育

の実現に向けて～」をテーマに開催されました。 

１．【オープニングムービーのみ】2:45 

２．【開会行事】15:21 

３．【座談会（１）行政説明】17：32 

４．【座談会（２）座談会】1:01:41 

話題①：「社会に開かれた教育課程の実現」 

話題②：不登校対応 

話題③：学校における働き方改革 

５．【事例発表テーマ１（１）】24:55 

「学校運営への参画を推進するために」 

～授業を核にして深い学校理解をうむために～ 

６．【事例発表テーマ 1（２）】25:34 

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて 

～コミュニティ・スクールと「富士山学」の取組～ 

７．【事例発表テーマ２】24：29 

  「地域と学校の連携・協働による不登校児童への支援」 

８．【事例発表テーマ３】26:50水戸市版 地域学校協働活動の推進 

  ～教員の負担軽減に向けた地域との協働の事例～ 

９．【閉会行事】4:17 

 全国でコミュニティ・スクールの取組が進んでいます。コミュニティ・スクールという仕組を

使い、学校教育目標の実現だけでなく、未来を生きる子どもたちを地域全体で

育み、大人もともに成長するまちづくり、そして地域や子どもに関わる課題解

決のためのプラットフォームとしての学校を核にしたまちづくりが進んでいま

す。どんなことが今すすんでいるのか、興味をもたれたところから、時間を見

つけて、是非覗いていただけたらと思います。 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbDoTmvw6PyOo-LU17zpOpMp 

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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地域とともにある学校づくり推進フォーラム 2023茨城 

YouTubeにアップされました 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbDoTmvw6PyOo-LU17zpOpMp


映画「夢見る校長先生」がこの夏神戸や大阪で上映されました。 

「夢見る校長先生」は“子どもファーストな学校”を夢みた校長先生たちの子ど

もファーストな公立学校の作り方のドキュメンタリーです。登場する校長先生は 

〇通知表も、教科書もない校長：長野県伊那市立伊那小学校 福田弘彦校長先生 

〇通知表をなくした校長：神奈川県茅ヶ崎市立香川小学校 國分一哉校長先生 

〇校則をゼロにした校長：東京都世田谷区立桜丘中学校 西郷孝彦校長先生 

〇校長室を無くした校長：神奈川県横浜市立日枝小学校 住田昌治校長先生 

〇コロナ禍から子どもたちを守った校長：栃木県日光市立足尾中学校 原口真一校長先生 

〇宿題を無くした校長：東京都武蔵野市立境南小学校 宮崎倉太郎校長先生 

※参照：まほろば studio「夢見る校長先生」ホームページより 

 https://dreaming-teacher.jp/ 

 

「夢見る校長先生」をこの夏ご覧になられた先生や地域の方から感想が届きました。 

（文責:北本） 

映画「夢みる校長先生」を観られた感想が届きました 

１０万人が沸いた「夢見る小学校」のスピンオフ映画として神戸のシネリーブルはじめ大阪の

第 7藝術劇場などで上映されていました。 

「通知表廃止」「校則ゼロ」「宿題ゼロ」など様々な改革をおこなった６人の公立の小中学校

の校長先生のコメントを中心に映画は進んでいきます。もちろん、それ自体が目的ではなく、

あくまでも手段。目的は、「子どもが生き生きと登校できる場作り、行きたくなる学校作り」

です。 

以下、鑑賞された方々からの感想です。 

 

〇子どもが生き生きとやっていることがすべてをつないでいくんだと思った。 

頭では分かっているけど既存に振り回されて想像することも振り返ることも、ましてや、夢見

ることもできなくなってしまっている。（教員） 

〇その学校の現場の先生方・地域・教育委員会の方々の話も聞いてみたい。（教員） 

〇子どもファーストの学校にすることで、先生たちが生き生きと仕事をされていました。子ど

もが育つ環境はまさに教師が育つ環境であると認識しました。（教員） 

〇「誰一人取り残さない」の具現化のための大きな手掛かりとなる映画でした。（教員） 

〇職員室の心理的安全性＝学校全体の心理的安全性（教員） 

〇「学校にもっと自由を」この言葉が一番心に残りました。（教員） 

〇子どもたちが安心して過ごせている様子がよく分かった。（地域住民） 

〇思わず学校を応援したくなる！そんな映画でした。（地域住民） 

〇自分が望むように動けば、何かが変わるという体験ができたら、そして、それをできる場が

学校だったら最高だなと思いました。保護者や地域の理解も必須です。（地域住民） 

〇子どもファーストを追求すると、これまでの当たり前は必要なくなる。これからのスタンダ

ードは「ダイバーシティー」そろそろ見直す時期に来ているのでは。（教員） 

 

 

https://dreaming-teacher.jp/

